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1. はじめに 

オブジェクト指向開発は多くのソフトウェア部品の再

利用が前提である．また設計段階でも仕様部品等を再利

用する[１]．その一つがアプリケーションフレームワーク

である．もう一つはデザインパターン[2]である．ソフト

ウェア部品再利用において事例ベース推論を適用する試

みは過去に通信ソフトウェア仕様設計の分野で．通信プ

ロトコルの類似性に着目して仕様部品再利用の試みを行

っている[3,4,5]．ただしフローダイアグラムの類似性のみ

で はプロ グラム の振る舞 いの等 価性（ Behavior 

Equivalence）が保証されないとの批判がなされた． 

しかしオブジェクト指向開発では，再利用で開発支援

する方法が定着している．またソフトウェア教育の場で

も，再利用を積極的に受け入れる環境がある[6]．そこで

高専(大学) のソフトウェア開発実習の場で事例ベース

推論[７]を適用する試みを行っている．本報告では，この

試みの概要について述べる． 

2. フレームワークとデザインパターン 

簡単なフレームワークはクラス継承でなされる．抽象

クラスのフレームワークの場合，フレームワーク側がホ

ットスポットを持ち，実装するサブクラスで（フックメ

ソッド）を作れば良い．一方，デザインパターンはパタ

ーンの類似性に着目し，再利用を前提として考案される．

「GOF」のデザインパターンは次の通り[2]． 

① 生成関連パターン(5)：Abstruct Factory等  

②構造関連パターン(7)：Adaptor,Bridge 等 

③振る舞い関連パターン(11):Command,Interpreter,等 

これらのパターンは構成要素,目的,協調関係,動機,実

装,適用可能性,サンプルコード,構造,使用例,関連パタ

ーン項目としてまとめられている．パターン項目は事例

ベースの辞書項目と考えられる． 

3．類似性と適用性 

事例ベース推論は，類似性をよりどころに適用するメ

カニズムで，ソフトウェア開発では上流工程に適用しや

すいと考えられ，過去にも仕様レベルでの適用を試みて

いる[3,4,5]．しかしフレームワークやデザインパターンは,

抽象度が高い類似性を対象にする．この類似性は抽象的

に捉えるため，サンプルパターンの適用には一定の知識

や経験が必要になる．これに対しプログラム段階のクラ 

ス(サンプルコード)は目的に依存した類似性を持ち，連 

想や類推が容易である．また学生のソフトウェア教育

の場は，抽象度の高い事例は効果的でない． 

４．事例学習の教育環境での適用 

オブジェクト指向開発（例:Java プログラム開発学 

 

習）が事例学習とマッチする．従来教育が言語や文法学

習や設計のみの学習傾向が強く,達成感を得られない．

疑似的な開発体験が重要である[5]．そこで有効な手段が

事例から学ぶことである．事例（サンプル）からの変更

で，求めるものに近いプロダクトを作り，評価すること

で技術レベルの向上を目指す．この中で簡単なＣＢＲ利

用の試作システムを作成中である． 

・学生の視点から類似性をよりどころに 

ソフトウェア構築 

具体事例に適した類似性 

・対象：高専 3年～専攻科 2年（18歳から 22歳） 

・事例：抽象度を低く設定 

開発経験がないため，抽象度が高い事例は受け入れら

れない． 

「受け入れられる事例の範疇」 

1.ウインドウ部品． 

2.学生の好むサンプル事例（ゲームプログラミング） 

3.時計，カレンダ,タイマー，電卓など簡単なガジェ

ット事例等． 

 4.辞書的なサンプル事例[9] 

これは索引付きの事例パターンと類似辞書を用意する

CBRでサポートデスクが可能になる．ただし見掛け上の

類似性も多く，多相性(ポリモーヒズム)による問題点も

生じる．これが例外条件となる． 

5．試作システム 

事例ベース推論は類似性評価が問題である．サンプル

コード自体から類似性評価を行うことは無理がある．そ

こでサンプルコードにキーワード付けを行う(Fig.1)．た

だしキーワード集合の類似度だけでは単なる事例サンプ

ルの提示のみとなり十分なサポートができない．そこで

コード作成用スクリプト(エピソード)事例による類似性

（Fig.2）の併用を検討している． 

試作システムは，ソフトウェアワークベンチに組み込

む形で構築するのが良いが，まずはサポートデスクとし

ての設計を行っている． Fig.3 に質問処理の概要，Fig.4

にシステム構成図を示す． 

利用者は作業中に行いたいことを質問する．質問はキ

ーワードの羅列でなされ，質問テンプレートとして置か

れる．一方，利用者の状況把握の為にユーザモデルが置

かれる．事例要求の度合い，オブジェクト指向の理解度，

プログラミングスキル等のユーザの簡単な背景を保持す

る．これとともに，システムの状況やバージョン情報等

の開発環境に関する知識を保持する．これをよりどころ

に CBR が類似度を調べ，それに適した候補を提示するこ

とになる．またスクリプト利用のケースでは順を追って

部分サンプルを提示することも可能になる．類似性計算
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    Fig.1 キーワードテンプレート  

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
    Fig.2  画像作成スクリプト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  Fig.3質問処理の概要 

 

 
 
 
 
 
 

 Fig.4事例ベース推論システム 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6．考察 

オブジェクト指向プログラム作成はサンプル事例から

の類推で作成支援が有効で，事例ベース推論が有効に適

用できる状況が多い．本研究では，対象分野を画像表示，

画像処理分野に限定し，ケーススタディを行っている．

事例サンプル，キーワード例，コード作成用スクリプト

(エピソード)を収集，抽出している．類似度はキーワー

ド間の類似度評価である程度可能だが，間接的な類似性

メカニズムの検証も行っている．例外事例に対策も一定

の規則性があり，これに焦点をあてた事例ベースが有効

になる．バージョンによる変更でトラブルとなるケース

が多いが，事例修復器での対処が鍵になる．  

7．まとめ 
教育環境において，オブジェクト指向プログラム作成支援

の為の事例ベース推論適用の試みを行っている．ご助言頂く

東北大 木下教授，千葉工業大学 菅原教授に感謝する． 
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 画像表示作成スクリプト  

 
    

S1:ウィンドウ作成  

S2:コンポーネント作成  

S3:画像ファイル読込  

S4:メニュー追加  

S5:ダイアログでファイル操作  

S6:ファイルを順番に表示  

S7:前後の表示用ボタン 

逸脱のタイプ  

 障害:表示可能条件  

   障害物：表示条件  

  エラー:表示失敗や想定外  

転向:別スクリプトに転向  
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